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研究成果の概要（和文）：EV(電気自動車)の価値に対する受け止め方と購入者特性についての大規模質問紙調査
の結果より、EVの知覚属性（相対優位性、両立可能性、複雑性、試用可能性、観察可能性など）を評価する人は
購入意欲が高いことがわかった。EV保有者は、環境には興味がなく、他の自動車に比べてEVが経済的に得であ
り、EVの運転性能に魅力を感じているために購入している一方、潜在採用者は保有者よりも環境性を重視してい
るが、EV購入に向けた合理的な価値を感じていないことが示唆された。これより、EVを普及するためには環境意
識への訴えよりも、経済的メリットおよびEVの運転性能の高さをアピールすることが重要であると言える。

研究成果の概要（英文）：The present study attempted to examine mind-set factors which will drive or 
hinder the widespread diffusion of electric vehicles (EVs) in Japan by applying psychological 
research and a diffusion of innovation framework. Several important conclusions are derived from the
 findings in this study. First, assertive consumers are more likely than passive consumers to 
perceive EVs as more advantageous than other cars from different aspects. Second, assertive 
consumers generally showed a higher level of consumer characteristics marking them as early adopters
 of eco-innovation as described in previous studies. Third, contrary to expectations based on the 
previous studies, EV owners in Japan show more interest in economic gains and driving performances 
of EVs than in the environment. Also they put importance the value that they own EV itself. From 
this　results, for widespread diffusion of EVs promotions that emphasize economic benefits are more 
effective than environment-focused promotions.

研究分野： 社会言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は環境イノベーションの代表とされる電気自動車の購買者は特に環境に関心が高くなく、むしろ経
済的なメリットやそれが電気自動車だからという理由で購入を決めているが、５年以内に購入したいと答えるよ
うな潜在的な購入者は環境意識が高い人々であるということを大規模質問紙による多変量解析により明らかにし
た点にある。これにより、潜在的な購入意向者と実際の購買者は購入意図もイノベーション特性も違い、購入意
向者が購買者となるためにはこれらを踏まえた施策が必要であることが示唆された。これは、環境に配慮した消
費行動もその一部である倫理的な消費全般に当てはまる可能性があり、そのインパクトは大きいと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 IPCC2014 によれば、地球温暖化の進行には疑いの余地なく、1983 年から 2012 年は過去 140
年において最も暑い 30 年間になり、人類がこの原因であることは 95%の確率で間違いないと
している。さらに、「21 世紀以降においては、二酸化炭素の累積排出量が地球表面の温暖化を
主に決める要因である」と述べており、地球全体における二酸化炭素の排出量をいかに減らす
ことが出来るかが喫緊の課題となっている。NIES2016 では、2014 年の日本において交通機
関が二酸化炭素排出量全体の 16.5%を占めており、その内およそ 89.6%が自動車からのもので
あったと試算している。したがって、現在主流である内熱機関自動車よりも二酸化炭素排出量
が少ない、環境にやさしいエコカーの普及が急務となっている。内閣府の日本再興計画 2014
においても、2030 年までに新車販売に占める次世代自動車（電気とガソリンの両方を使って走
るハイブリッドカーや電気のみを使って走る電気自動車（以下、EV : Electric Vehicles）等の
割合を 50%～70%の間まで増やすことが KPI（重要業績評価指標）として設定されている。 
 
２．研究の目的 
 地球温暖化の原因である二酸化炭素の排出量を削減するためには、二酸化炭素排出量が少な
いエコイノベーションの普及が不可欠である。イノベーション普及研究では、イノベーション
の採用を促進するためには消費者にそのイノベーションの価値がどう受け止められるのかを知
ることが重要であること、イノベーションの受け止め方が購入者の特性に関連があることが分
かっている。本研究は、エコイノベーションの代表である EV(電気自動車)の価値に対する受け
止め方と購入者の持つ特性について、ネットアンケートによる質問紙調査によって明らかにす
ることで、EV のさらなる普及とイノベーション普及研究の拡大に貢献すること目的として行
う。 
 
３．研究の方法 
 本研究ではネット調査会社を通じた WEB アンケート調査を用いた。研究対象者はネット調査
業者に登録している者とし、電気自動車（EV）、ハイブリッドカー（HV）、ガソリン車（CE）保
有者の中から、EVの購入検討意向毎にカテゴリーを分けて抽出した。その後、EVの価値がいか
に受け止められているのか、およびその価値を感じる人はどのような特性を持つのかについて、
クラスター分析を行った。 
 
４．研究成果 
 アンケートの分析結果より、EVの知覚属性（相対優位性、両立可能性、複雑性、試用可能性、
観察可能性など）を評価する人は購入意欲が高いこと、すでに EVを購入している保有者と５年
後に購入を検討している潜在採用者では、購入者のほうが環境意識が低いことなどがわかった。
つまり、EV保有者は環境には興味がなく、他の自動車に比べて EVが経済的に得であり、EVの
運転性能に魅力を感じているために購入している。一方、潜在採用者は保有者よりも環境性を
重視しているが、EV 購入に向けた合理的な価値を実感しにくいと感じていることが分かった。
このことから、EV を普及するためには環境意識への訴えよりも、経済的メリットおよび EV の
運転性能の特長をアピールすることが重要であることがわかった。 
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